
環境防災のコンクリート
材料試験が更に充実!!

1．ＪＮＬＡ登録内容拡大に伴うコンクリートコアの圧縮強度試験（JIS A 1107)の追加！

ＪＮＬＡ制度とは？
国際標準化機構が定めた試験所に関する基準（ISO/IEC 
17025）の要求事項に適合しているかどうか審査を行
い試験事業者を登録する制度です。

公的機関同等の証 付試験報告書を発行致します!!

登録

２．ＡＳＲ（アルカリ骨材反応）試験手法の整備、各種試験方法をご提案致します！

◆残存膨張量試験

残存膨張量試験は、ＡＳＲの兆候が見られる構造物か

ら採取したコアを用い、コンクリートが調査時までにどの

程度膨張していたか、あるいは今後どのような速度で、

最終的にどの程度まで膨張するかを、解放膨張量および

残存膨張量から予測します。
この度、残存膨張量試験として実施されている各種試

験方法（ＪＣＩ-ＤＤ2法、カナダ法、デンマーク法）を、環境
整備致しました。
■試験フロー

■判定基準

◆コアから取出した粗骨材のASR試験（化学法）

コアから取出した粗骨材を用い、JIS A 1145（化学法）試

験により、溶解シリカ量及びアルカリ濃度減少量を測定し、

ASRの可能性を調べます。

バンド取付 促進養生

膨張量測定 膨張量の経時変化

◆アルカリ含有量試験（総プロ：ICP）
コンクリート中のアルカリ量を測定し、ASRの可能性を推

定します。試験結果は、次式で表される等価アルカリ量で

ご報告致します。

◆SEM-EDS分析

走査型電子顕微鏡およびX線分析を用い、形態の観察

と検出される元素から、白色生成物がアルカリシリカゲル

であるかどうかを判断します。

◆偏光顕微鏡観察

コンクリート中の骨材の岩種判定をし、アルカリシリカ反

応に関係する有害鉱物の有無を調べます。

粗骨材の取出 分析状況

SEM観察位置 生成物の形態 検出元素
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